
新冠町における農業の担い手確保
～地域担い手の確保と定着に向けて～

◆活動年次：令和2年度 （課題番号 ３）

◆対 象：新冠町 新規参入者 ６戸（酪農３戸、園芸３戸）

1 課題の背景

２ 活動の経過

図１ 農業支援員から新規就農までの流れ

写真１ 冬期講座カリキュラムの見直しを協議

表１ 支援経過

図２ 新規参入者等のサポート体制



３ 活動の成果

４ 今後の課題

・新規参入者の生産技術安定化支援

・就農後の経営管理能力向上に向け

た指導

・担い手協議会における就農後サポ

ート体制強化

目標所得達成農業者： ５戸

(酪農２戸、園芸３戸）

○個別巡回による技術指導

○新冠町・ＪＡ・普及センターで、

年２回の合同巡回実施（写真２）

↓

新規参入者の抱える課題、

各機関への要望などの共有化！

写真２ サポートチームでの合同巡回

○「青色申告決算書を活用した地域の農業所得の解析手法」

（Ｈ25年）の活用を検討

↓

道総研中央農試農業システムグループと意見交換

ツール内の品目や経費など、新冠町新規参入者等向けに見直し

○新冠町・ＪＡ・普及センターで、冬期講座カリキュラムの見直し

○農業支援員（Ｒ２採用：園芸２戸、酪農１戸）向けに冬期講座を実施（表２）

↓

関係機関それぞれが分担して講義を担当

就農に向けて考慮すべき点などの知識習得につながった

表２ 冬期講座カリキュラム


